
M
U
R
A
Y
A
M
A

」
と
い
う
施
設
で
す
。

　

市
で
は
楯
岡
高
校
閉
校
後
、
跡
地

の
再
利
用
を
考
え
、
利
活
用
検
討
市

民
会
議
の
設
置
、
そ
の
後
に
利
活
用

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
、

楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
基
本
構
想
を

策
定
し
、
県
か
ら
の
有
償
譲
渡
、
改

修
工
事
を
経
て
、
令
和
４
年
に
オ
ー

プ
ン
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　

施
設
の
テ
ー
マ
は
「
に
ぎ
わ
い
、

な
り
わ
い
」。

「
に
ぎ
わ
い
」
を
生
む
工
夫
と
し
て
、

①�

リ
ビ
ン
グ
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
、
屋
内
広
場
・
体
育
館
を
オ

ー
プ
ン
化
し
、
極
力
「
禁
止
」
と

い
う
ル
ー
ル
を
設
け
な
い
こ
と
。

②�

利
用
者
相
互
に
配
慮
し
あ
い
な
が

ら
施
設
全
体
を
シ
ェ
ア
し
て
使
う

こ
と
。

③�

市
民
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
公
益
的
な

活
動
を
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て

は
施
設
使
用
料
を
免
除
す
る
こ

と
。

「
な
り
わ
い
」
を
生
む
工
夫
と
し
て
、

①�

小
分
け
の
入
居
ス
ペ
ー
ス
・
共
用

の
会
議
室
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
。

②�

「
営
利
だ
か
ら
ダ
メ
」
に
せ
ず
、

一
般
と
同
条
件
（
使
用
料
等
）
で

使
用
を
許
可
す
る
こ
と
。

③�

官
民
連
携
に
よ
る
公
益
的
事
業
の

拠
点
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

④�

地
域
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
エ

リ
ア
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

　

現
在
の
入
居
者
は
、
農
家
民
宿
を

営
む
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
市
民
健
康
づ

児
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
、
体

を
動
か
し
て
遊
び
こ
と
が
で
き
る
施

設
で
す
。
広
さ
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル

に
遊
具
や
音
楽
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
い
て
、
屋
外
に
も
キ
ャ
ン
プ
場
、

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
場
、
車
中
泊
が
で
き

る
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
の
施
策
展
開
に
は

ぜ
ひ
と
も
一
度
視
察
す
る
べ
き
で
し

ょ
う
。

　

農
産
物
直
売
所
は
、
別
棟
の
一
カ

所
だ
け
で
、
当
町
の
よ
う
な
広
い
直

売
所
は
他
県
に
も
誇
れ
る
施
設
で
あ

り
、
産
直
友
の
会
の
会
員
増
強
に
議

会
と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【廃
校
利
活
用
施
設
視
察
】

　

今
回
の
視
察
で
中
心
と
な
る
の
が

「
学
校
施
設
」
の
利
活
用
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
村
山
駅
か
ら
近
く
市
内
の
中

心
部
に
位
置
す
る
「
旧
県
立
楯
岡
高

校
跡
地
」
を
有
効
活
用
し
た
「L

i
n
k
 

を
繋
ぐ
た
め
に
国
道
を
跨
ぐ
空
中
ト

ン
ネ
ル
の
姿
で
す
。
道
の
駅
は
、
農

産
物
直
売
所
の
会
員
登
録
が
１
０
０

名
ほ
ど
と
の
こ
と
で
、
地
場
産
品
コ

ー
ナ
ー
や
お
土
産
売
り
場
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま
っ
た
施
設
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
視
察
３
か
所
目
は
、
寒
河

江
市
に
あ
る
「
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
さ

が
え
」
と
い
う
大
規
模
な
道
の
駅
「
寒

河
江
」
で
す
。
広
大
な
敷
地
に
物
産

販
売
所
・
お
土
産
品
売
り
場
・
情
報

館
の
ほ
か
、
別
棟
で
ト
ル
コ
館
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
タ
ッ
チ

画
面
で
の
地
元
の
特
産
物
や
祭
り
、

観
光
地
な
ど
を
紹
介
し
た
シ
ス
テ
ム

で
す
。
当
町
で
も
観
光
案
内
所
か
レ

ス
ト
ラ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
整
備
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
番
驚
い
た
の
が
、
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の

「C
L
A
A
P
I
N

　

S
A
G
A
E

」
と
い
う
乳
幼

　

天
童
温
泉
を
観
光
の
中
心
に
据

え
、
将
棋
駒
の
製
作
実
演
を
案
内
所

の
中
心
に
置
き
、
物
産
館
は
お
土
産

コ
ー
ナ
ー
が
主
力
と
見
え
ま
し
た
。

産
直
販
売
は
会
員
の
産
物
を
展
開
す

る
と
い
う
よ
り
、
道
の
駅
本
体
が
仕

入
れ
て
提
供
す
る
方
式
で
、
値
段
的

に
も
割
安
感
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
お
土
産
売
り
場
は
商
品

も
非
常
に
多
く
、
充
実
感
が
あ
り
、

全
国
に
名
を
馳
せ
た
る
「
天
童
温
泉
」

と
感
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
は
複
合
施
設
と

し
て
、
メ
ガ
ネ
屋
や
こ
ん
に
ゃ
く
屋
、

書
店
な
ど
を
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
配
置

し
て
お
り
、
施
設
裏
に
は
野
外
ス
テ

ー
ジ
に
加
え
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
可
能
な
会
場
を
備
え
る
ほ
か
、
将

棋
駒
の
形
を
し
た
「
足
湯
」
で
お
も

て
な
し
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
視
察
２
か
所
目
は
、「
道

の
駅
む
ら
や
ま
」
を
視
察
。
ま
ず
驚

い
た
の
は
、
第
１
・
第
２
の
駐
車
場

鶴
田
町
議
会　

総
務
経
済
・
教
育
民
生

常
任
委
員
会　

合
同
視
察
研
修
報
告

視
察
先　

山
形
県
村
山
地
域
、
宮
城
県
仙
台
市

日　

程　

令
和
６
年
７
月
29
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

参
加
者　

（
総
務
経
済
）�

澁
谷
正
行
、
長
内
勝
靖
、
北
谷
正
則
、
小
関
優
、

瀬
戸
弘
之

 
 
 
 
 
 
 

（
教
育
民
生
）
一
戸
雅
人
、
加
賀
谷
忠
榮
、
佐
藤
剛

　

今
回
の
研
修
は
、
東
北
地
方
で
特

色
の
あ
る
道
の
駅
の
現
状
と
廃
校
の

利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

山
形
県
村
山
地
域
の
「
道
の
駅
」
と

村
山
市
の
旧
高
校
跡
地
の
有
効
活
用

事
例
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

【道
の
駅
視
察
】

　

最
初
の
視
察
地
は
、
道
の
駅
「
天

童
温
泉
」。
こ
こ
は
温
泉
と
将
棋
の

町
で
あ
り
、
そ
の
特
色
を
前
面
に
打

ち
出
し
た
形
の
施
設
で
し
た
。

△道の駅天童温泉にある将棋駒の形をしたベンチ

△チェリーランドさがえのお土産センター
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く
り
を
推
進
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
地
場
産

品
の
ネ
ッ
ト
販
売
会
社
な
ど
20
社
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
居
者
の
う
ち
の
１
社
で
あ
る
、

ふ
る
さ
と
納
税
サ
ポ
ー
ト
会
社
に
つ

い
て
は
、
村
山
市
も
業
務
委
託
を
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
の
寄
付

額
が
４
億
円
に
落
ち
込
ん
で
い
た
の

が
、
令
和
４
年
度
は
22
億
円
と
、
５

倍
以
上
の
実
績
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
で
す
。

　

当
町
の
旧
水
元
中
央
小
学
校
も
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
利
用

さ
れ
、
官
民
同
居
の
公
共
施
設
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
の
当
町
の
施
設
運
営
に
当
た

っ
て
は
、
１
つ
目
と
し
て
施
設
利
活

用
に
主
体
性
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
（
利

活
用
希
望
者
）
で
施
設
の
あ
り
方
・

使
い
方
を
議
論
す
る
こ
と
。

　

２
つ
目
は
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
存 △「Link MURAYAMA」にて施設の説明を受ける委員

 【有料広告】	

在
が
、
民
間
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

な
が
る
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
。

　

３
つ
目
と
し
て
、
政
策
目
的
や
利

活
用
者
の
声
か
ら
施
設
の
設
置
目
的

を
明
文
化
し
、
そ
こ
か
ら
管
理
運
営

ル
ー
ル
（
法
令
・
運
用
等
）
を
定
め

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
「
ど
う
し
た
ら
問
題
が
起

き
な
い
か
」
だ
け
で
な
く
「
ど
う
使

っ
た
ら
活
性
化
す
る
か
」
と
い
う
視

点
を
持
ち
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
施
設
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

【震
災
遺
構
視
察
】

　

最
後
は
、
東
日
本
大
震
災
の
震
災

遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
仙
台

市
立
荒
浜
小
学
校
の
視
察
で
し
た
。

　

荒
浜
地
区
は
、
仙
台
中
心
部
か
ら

東
に
約
10
㎞
離
れ
た
太
平
洋
沿
岸
部

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
は
、

約
８
０
０
世
帯
、
約
２
２
０
０
人
の

方
々
が
暮
ら
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
現
在
は
更
地
と

な
り
、
中
央
に
は
避
難
用

の
高
台
整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
海
岸
か
ら
約

７
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、

地
表
か
ら
約
５
メ
ー
ト
ル

の
津
波
が
到
達
し
た
そ
う

で
、
校
舎
の
２
階
ベ
ラ
ン

ダ
に
は
赤
い
ラ
イ
ン
で
到

達
し
た
高
さ
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

　

震
災
時
に
は
、
児
童
、

教
職
員
、
地
域
の
方
々
を
含
め
約

３
２
０
名
が
、
小
学
校
に
避
難
し
、

全
員
無
事
に
救
助
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　

校
舎
２
階
ま
で
は
、
津
波
の
到
達

跡
の
姿
を
保
存
、
３
・
４
階
は
荒
浜

地
区
の
記
憶
映
像
を
上
映
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
災
害
時
の
明
日
へ
の
備
え
、

過
去
の
歴
史
を
紐
解
き
、
油
断
せ
ず
、

常
に
備
え
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を

非
常
用
具
や
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
在
り
し
日
の
荒
浜
の

様
子
な
ど
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
視
察
時
に
は
、
中
学
生

の
団
体
や
た
く
さ
ん
の
方
々
が
見
学

に
訪
れ
て
お
り
、
改
め
て
災
害
時
の

対
応
や
常
日
頃
か
ら
の
災
害
訓
練
や

当
町
の
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
以
上
、
研
修

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

△震災遺構荒浜小学校内「明日への備え」展示コーナー

　当委員会は、開かれた議会を目指し、定例会開催予定日の早期公表やインターネットの活用について協議を重ねました。

  町議会では、定例会（3・6・9・12月開催）をより多くの方に傍聴していただけるように、次の 12月定例会から、町ホ

ームページ（約1ヶ月前）や広報つるた（前月発行号）にて、開催予定日を早期公表することとしました。

  また、お仕事などで時間の都合がつけられない方のために、インターネットを活用した定例会のアーカイブ配信等も出

来るように今後も協議して参ります。

  なお、議会における議員の服装については、県議会や町役場においてノーネクタイ勤務が通年実施されたため、議員も

それに準ずることとしましたので、町民の皆様のご理解をいただきたく存じます。

つるたまち議会活動報告つるたまち議会活動報告 VOL.7（文責：議会運営委員会委員長　小関優）
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